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都市計画街路

宇治白川線 市役所前の工事本格化
幅員16ｍの2車線道路

に
　
市
で
は
、
都
市
計
画
街
路
の
宇
治
白
川
線
改
良
工
事
の
う
ち
、
第
二
二
区
（
消
防
本
部

か
ら
菟
道
第
二
小
学
校
プ
ー
ル
跡
ま
で
）
の
拡
張
工
事
を
十
月
初
旬
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
道
路
は
、
沿
道
の
環
境
整
備
を
計
る
と
共
に
五
十
七
年
春
に
一
部
開
園
予
定
の
府
立

山
城
総
合
運
動
公
園
へ
の
進
入
路
の
一
つ
と
な
る
他
。
将
来
は
、
周
辺
に
建
設
さ
れ
る
文

化
、
。
行
政
施
設
へ
の
主
要
道
路
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
事
の
あ
ら
ま
し
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

　
都
市
計
画
街
路
牢
愈
白
川
線
は

五
十
四
年
八
月
に
都
市
計
画
決
定

洽
れ
、
そ
の
年
の
十
一
月
に
事
業

認
可
夕
ｇ
ｅ
て
事
業
に
着
手
し
て

Ｉ
’
し
た
。
　

こ
の
道
路
の
整
備
構
想
は
、
折

居
に
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
や

周
辺
の
住
宅
開
発
が
昂
恰
｛
れ
て

い
た
た
め
、
そ
れ
へ
の
道
路
と
し

て
、
ま
た
府
道
宇
治
淀
線
の
交
通

緩
和
夕
ほ
か
ゑ
ハ
久
保
方
面
へ
の

バ
イ
パ
ス
道
路
と
し
石
Ｌ
く
か
ら

注
目
在
れ
て
い
ま
し
た
。
　

昭
和
五
十
一
年
三
月
に
都
市
計

画
街
路
宇
冶
橋
若
森
線
が
開
通
し

た
の
を
契
機
に
、
早
治
白
川
線
の

整
備
が
具
体
化
し
取
ひ
組
み
を
開

始
。
こ
の
最
中
の
昭
和
五
十
三
年

に
山
城
運
動
公
園
構
想
が
明
ら
か

に
必
れ
、
公
園
へ
の
進
入
路
と
し

て
道
路
の
重
要
度
が
い
っ
そ
う
増

し
、
整
卿
も
促
進
征
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
文
化
・
行
政
地
域
の

主
要
道
路
に

　
こ
の
道
路
は
、
現
在
急
ピ
″
チ

で
工
事
が
進
め
β
れ
て
い
ま
で
か
、

完
成
後
は
、
折
居
官
撰
苔
の
住

宅
開
発
に
よ
る
牛
活
道
路
ｙ
じ
て
、

ま
た
、
折
居
の
府
立
茶
業
セ
ン
タ

ー
や
、
五
十
九
年
度
完
成
予
定
の
Ｉ

▲市庁舎前の折居川移設工事（10月20日）

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
、

菟
二
小
跡
に
五
十
七
伍
弧
護
予

定
の
総
合
福
祉
会
館
、
そ
し
て
十

月
七
日
か
ら
業
務
を
痢
め
た
京
都

地
方
法
晋
翠
治
支
局
な
ど
が
両

側
に
並
ぶ
宇
治
市
の
主
要
道
路
と

な
る
も
の
で
す
。

　
5
工
区
に
分
け

事
業
に
着
手

　
こ
の
道
路
の
延
長
は
、
府
道
宇

治
淀
線
の
交
差
点
（
宇
治
石
油
横

信
号
）
か
ら
運
動
公
園
の
入
り
口

ま
で
の
千
五
旦
干
μ
で
、
五
つ

の
エ
区
に
分
け
て
事
業
に
か
か
っ
’

て
い
ま
す
。
　

第
一
工
区
は
、
府
道
宇
治
淀
線

と
の
交
差
点
（
奎
岩
油
横
信
号
）

か
ら
消
防
本
部
ま
で
の
百
四
十
肩
。

第
二
工
区
は
市
役
所
前
を
μ
デ
充

菟
二
小
プ
ー
ル
跡
ま
で
の
四
百
四

十
肩
で
現
在
工
事
中
で
す
。
第
三

工
区
は
名
鉄
0
造
成
地
ま
で
の
二

百
二
十
μ
。
第
四
工
区
は
名
鉄
の

造
成
地
前
の
四
百
八
十
μ
、
第
五

工
区
は
公
園
入
口
ま
で
の
二
百
五

十
μ
で
、
第
四
・
五
工
区
の
築
造

舗
装
工
乎
Ｉ
4
ぐ
泄
于
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
2
工
区
は

3
月
完
成
予
定

　
市
役
所
前
が
常
奔
れ
る
第
二
ェ

区
は
、
現
在
幅
員
六
μ
か
ら
九
だ

の
道
路
戦
士
ハ
μ
に
拡
幅
。
車

導
茸
の
二
車
線
道
路
に
し
、
両

側
に
そ
れ
ぞ
れ
幄
昌
三
・
五
だ
の

悒
刄
偽
造
。
植
樹
帯
に
は
、
「
シ

ャ
リ
ン
バ
イ
」
と
「
モ
ミ
ジ
バ
フ

ウ
」
が
植
樹
鳶
曾
す
。
　

拡
幅
に
Ａ
Ｗ
な
い
、
ま
ず
十
月

始
め
か
掃
隔
月
の
付
け
替
政
工

事
が
取
的
組
次
れ
、
来
年
一
月
に

は
、
市
の
訊
‥
木
百
選
に
入
っ
て
い

る
。
鳳
凰
の
松
’
の
移
植
工
事
な

ど
倉
打
り
れ
ま
す
。
　

第
二
エ
区
の
工
期
は
来
年
三
月

初
旬
ま
で
の
予
尼
で
、
第
二
エ
区

だ
け
の
総
工
費
は
一
億
一
千
万
円

か
見
込
ん
で
い
ま
罵

車
で
の
来
庁
者
は
　

菟
二
小
跡
へ
駐
車
を

　
十
月
始
め
か
ら
市
庁
舎
前
の
折

居
川
の
移
設
工
事
が
始
ま
ひ
、
来

庁
さ
れ
る
市
民
の
み
な
‘
’
ん
に
ご

迷
恐
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
車

で
お
越
し
の
市
民
は
、
市
庁
舎
か

。
Ｑ
Ｓ
百
五
十
以
南
の
菟
道
第
二
小

学
校
跡
に
市
民
駐
車
場
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
駐
車
場
は
、
整
地
し
、
約
百

台
が
駐
車
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
　

現
在
、
市
庁
舎
に
向
っ
て
右
側

の
通
路
忿
閉
鎖
し
着
工
し
て
い
ま

す
か
、
こ
れ
は
大
月
二
十
日
頃

に
は
完
了
。
そ
の
唸
止
面
通
路
を

閉
鎖
し
工
事
に
入
る
な
の
、
庁
舎

前
市
民
駐
車
場
も
使
用
が
不
便
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
道
部
プ
レ

ハ
ブ
庁
舎
裏
の
駐
車
場
も
、
水
道

管
埋
設
工
事
の
た
め
閉
鎖
に
な
り

ま
す
。
　

菟
二
小
跡
か
ら
庁
舎
ま
で
少
し

距
離
が
あ
り
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
豪
す
が
、
工
事
完
了
ま
で
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
　

な
お
、
身
体
障
害
の
人
の
駐
車

場
は
、
従
来
ど
お
り
庁
舎
玄
関
前

に
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

秋の市民文化

祭
11月1日・2日・3日

　
作
品
展

ｈ
％
俳
句
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
、
墨
絵
、
つ
ま
み
絵
、
人
形
、
木
彫
、
マ
ッ
チ
軸
工
作
な
ど
：
1
1
月
1
日
～
3
日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
（
3
日
は
ｔ
時
ま
で
）
、
宇
治
市
公
民
館
、
労
働
セ
ッ
ル
メ
ン
ト
、
商
工
会
議
所
で
。
無
線
公
開
実
験

11月1日・2日・3011月1日・2日・3日

・
・
・
3
日
堡
吊
公
民
館
で
。
［
　
水
石
・
盆
栽

ｈ
3
ほ
午
笥
時
～
午
後
5
時
。
宇
治
神
社
で
。

　
菊
花
展

ｂ
Ｅ
公
民
館
駐
車
場
行
設
花
壇
で
。

　
菊
づ
く
り
講
習
会

ｈ
祠
ａ
時
、
菊
花
壇
前
で
。

　
茶
席

指
顧
席
は
2
Ｅ
と
3
日
、
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
。
野
点
席
は
Ｕ
貿
）
日
、
常
治
神
社
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
4
時
。
茶
席
券
は
二
百
円
。

　
公
演

％
ｈ
に
午
煎
…
蒔
か
ら
宇
治
神
社
で
。
三
曲
演
奏
会
・
・
Ｕ
以
甘
、
午
前
1
1
時
か
ら
宇
治
市
公
民
館
で
。

　
文
化
財
の
拝
観

左
の
拝
観
検
を
切
り
取
っ
て
お
持
ち
ぐ
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
午
後
4
時
ま
で
公
開
し
て
ぃ
ま
す
。

無料拝観券

平等院庭園

黄檗山万福寺

宝蔵院（鉄眼―切

経版木）

文化祭実行委員会

1049

無料拝観券

平等院庭園

黄檗山万福寺

宝蔵院（鉄眼―切

経版木）

文化祭実行委員会

第29回

秋の市民文化祭

第29回

秋の市民文化祭

昭和56年3月1日制定
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中
世
と
い
う
時
代
に
、
あ
れ

ほ
ど
も
て
は
や
さ
れ
た
「
宇
治

の
川
瀬
の
水
車
」
と
い
之
｀
材

は
、
祗
Ｅ
と
い
之
滸
し
い
時
代

の
到
来
に
と
も
な
っ
て
、
著
し

い
恒
刄
忠
せ
る
こ
と
に
な
っ

だ
。
そ
れ
は
、
「
宇
治
」
か
ら

「
淀
」
へ
の
代
替
で
あ
り
、
ま

た
、
「
シ
き
隻
零
の
ぐ
る
」
と

い
っ
た
無
情
感
か
ら
、
現
実
的

な
恋
鴬
讃
歌
へ
の
変
容
で
あ
る

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
皐
余

「
国
女
歌
舞
妓
絵
詞
J
に
み
る
　

淀
の
川
瀬
の
水
車
、
誰
m
　

つ
や
ら
ぐ
る
ぐ
る
と

あ
る
い
は
、
「
御
船
歌
留
‘
に

み
え
る
　

淀
の
川
瀬
の
ヤ
レ
イ
ヨ
水
車
　

誰
を
待
っ
や
ら
采
る
く
と

な
ど
旨
謡
は
、
近
世
の
諸
文

芸
に
み
る
「
宇
治
」
か
ら
「
淀
」

へ
の
転
換
曳
如
実
に
ｙ
し
た

も
の
の
ひ
と
っ
と
い
え
る
だ
ろ
　

巨
大
き
姿
″
つ
だ
淀
の
水
車

に
関
し
で
ほ
、
諸
書
に
詳
し
い

記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

内
閣
文
庫
蔵
「
中
村
雑
記
」
巻

九
、
旱
水
七
年
（
一
七
一
〇
）

の
一
一
必
ぶ
て
お
こ
う
。
　

淀
城
中
ノ
人
ノ
ｆ
ｆ
ｉ
ク
、
水
車
　

ノ
大
サ
八
間
四
方
モ
ア
リ
。
　

水
上
四
間
水
下
四
間
、
桶
二
　

三
斗
ホ
ド
水
ヲ
盛
ル
。
車
ノ
　

所
ニ
ツ
ァ
リ
。
一
ツ
（
日
水
　

一
ツ
ハ
茶
撚
環
ノ
取
り
水
　

也
。
二
三
百
年
前
二
与
｀
衣
　

衛
卜
云
フ
者
作
り
置
キ
シ
由
。
　

今
右
ノ
子
孫
ア
リ
。
水
車
ノ

吸
旦
カ
ワ
リ
タ
ル
ラ
ン
也
。

今
淀
／
城
ハ
伏
見
ノ
城
ヲ
引

キ
シ
ナ
リ
、
当
水
井
信
濃
守

殿
城
二
在
リ
シ
時
分
ニ
、
此

人
巧
者
ノ
塵
Ｗ
ニ
テ
、
宇

治
ノ
寺
ナ
ド
ニ
モ
自
分
二
庭

作
被
申
侯
也
。
此
城
中
ニ
ハ

近
所
ノ
山
ヲ
見
越
ニ
シ
テ
、

淀
／
水
ヲ
泉
ボ
ニ
ス
。
当
家

げ
る
と
い
．
ｒ
i
奇
抜
Ｗ
t
Ｐ
Ｗ
t
Ｏ
こ

と
な
が
ら
、
「
水
上
四
間
水
下
四

問
」
と
り
＆
天
さ
が
政
川
を

ト
下
す
る
諸
国
の
旅
人
の
｛
旨

を
集
め
る
と
こ
ろ
ど
な
っ
た
．

井
原
西
鶴
の
「
日
杢
孤
械
」

に
も
「
山
城
に
か
く
れ
な
政
与

三
右
が
水
車
」
と
芦
れ
、
「
不
．

断
の
水
車
．
客
m
つ
や
ｉ
Ｑ
v

（
一
六
一
七
）
徳
永
種
久
の
紀

行
文
に
も
　

よ
苔
一
が
扨
じ
水
車
、
川
　

の
淀
み
奮
1
瓦
ぼ
で
、
誰
　

タ
待
つ
と
は
知
負
7
り
、
　

明
暮
め
ぐ
る
心
こ
哉
つ
も
　

な
旨
万
客
や
兄

と
あ
り
、
寛
恚
米
の
仮
名
草

子
「
恨
之
か
に
も

淀
の
川
瀬
の
水
車

　
白
川
白
山
神
社
の
伝
統
神
事
・

百
味
の
御
食
（
ひ
ゃ
く
み
の
お
ん

じ
き
）
が
十
七
ぽ
か
6
十
八
日
に

か
け
て
只
Ｅ
ま
レ
た
。
　

こ
の
神
事
は
、
Ｌ
年
の
実
り
に

箆
乎
る
素
朴
な
祭
り
。
自
川
の

男
ぶ
ｆ
に
入
れ
た
カ
キ
、
ナ
シ
、

マ
ツ
タ
ケ
、
ヤ
マ
イ
モ
な
ど
日
種

を
超
え
る
野
山
の
幸
牽
山
し
だ
の

茎
で
作
っ
た
ぐ
し
に
さ
し
刄
カ

ボ
チ
ャ
の
表
面
に
突
鼻
や
我
え

ま
す
。
今
年
の
「
当
家
（
と
7
や
）
」

に
あ
た
っ
た
古
川
達
次
さ
ん
、
加

藤
勝
Ｊ
兄
、
桂
久
彦
’
兄
の
三
人

が
約
五
時
間
が
か
り
で
つ
く
り
あ

ｙ
大
　こ

こ
白
川
に
は
。
伝
統
行
事
が

今
左
党
ら
れ
で
い
ま
す
・

▲心こめて作られる「百味の御食」

宇
治
か
ら
淀
へ

者
作
リ
靉
キ
シ
由
」
と
す
る
「

与
努
砺
」
そ
し
て
「
日
本
永

代
蔵
」
の
「
与
三
右
」
は
、
淀

川
過
書
船
の
創
零
で
、
慶
長

か
ら
万
和
に
か
け
f
に
屈
躍
し
た

回
村
与
三
右
衛
門
と
考
式
昏
れ

て
い
る
。
　

こ
の
時
期
、
秀
吉
の
曾
確

城
と
城
下
町
雅
設
そ
し
て
孚
治

川
の
大
改
修
夕
契
機
と
し
て
京

郡
卜
大
坂
ラ
イ
ン
が
急
速
に

呼
ぷ
し
、
か
つ
で
の
交
通
の
要

会
刄
ぱ
、
と
の
期
間
中
に
関
係
団

体
の
協
力
か
得
て
、
講
雙
翠
ほ

じ
め
、
青
少
年
の
社
会
参
加
に
よ

る
ク
リ
ー
ン
運
動
な
ど
の
行
事
に

取
昨
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
　

市
民
の
み
な
令
硲
皐
戸
石
た

ち
と
と
も
に
参
加
洽
れ
る
よ
ラ
お

願
い
し
ま
す
。
　

（
行
事
内
息

▽
青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
運
動
　

…
1
1
月
3
日
明

　
京
都
弁
護
士

会
の
主
催
で
、

第
十
一
回
「
憲

喘
ぞ
ハ
権
を
考

え
る
集
い
」
が

開
か
れ
ま
す
。
　

お
気
軽
に
ご

参
加
ぐ
だ
さ
い
。

▽
と
き
・
・
・
1
1
月
　

7
日
田
午
後
　

ｔ
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
：
Ｋ
　

Ｂ
Ｓ
ホ
ー
ル
　

（
京
都
市
上
　

京
呵
食
者

憲法と人権を考える集い

地
宇
治
の
機
能
が
薄
ら
ぎ
、
伏

見
お
よ
び
淀
の
地
が
水
陸
の
要

衝
と
し
て
、
あ
5
た
め
て
繁
栄

か
誇
っ
た
の
は
周
知
の
で
き
ご

と
で
あ
る
。
「
宏
－
の
川
瀬
の

水
車
」
か
ら
「
淀
の
川
瀬
の
水

車
」
へ
と
い
う
、
い
わ
ば
中
世
型

か
ら
近
世
型
へ
の
転
換
は
、
ま

さ
に
こ
ヶ
し
た
字
画
が
ら
淀
へ

と
い
｀
爪
の
流
れ
に
も
似
た
新

し
い
時
代
の
流
れ
を
反
収
し
た

も
の
と
い
え
る
だ
る
っ
。

▲洛中洛外図に描かれた淀の水車

▽
街
回
啓
筆
・
1
1
月
中
旬
、
市
内
　

各
所
で

マ
講
演
会
・
・
1
1
鳳
擢
吊
午
後
1
　

時
半
か
ら
隋
京
都
信
用
金
庫
本
　

‘
唐
『
　
　

「
成
長
発
達
と
家
庭
・
地
域
　

の
役
割
に
。
講
師
は
高
橋
史
郎
奈
　

良
女
ヱ
夫
教
授
。
　
　
　

（
宇
治
市
青
少
年
　
　
　
　
　

健
全
育
成
協
議
会
）

11月7日KBSホール

　
町
）

▽
講
尿
・
・
テ
ー
　

マ
「
1
と
　

裁
判
」
講
師
　

は
東
北
大
学
　

教
授
の
小
田
　

中
聡
樹
さ
ん
、
　

テ
ー
マ
「
教
　

育
か
市
民
の
　

手
に
」
講
師
　

は
評
講
家
の
　

俵
萌
子
さ
ん

マ
入
學
・
無
料
　

で
す
。

公民館のお知らせ

　
年
賀
状
づ
く
り
教
室

　
来
年
の
年
賀
状
盈
改
圃
で
つ

く
っ
で
み
ま
せ
ん
か
。
宇
治
市

公
民
館
で
は
、
親
子
を
対
象
に
　

「
年
賀
状
づ
ぐ
口
教
室
」
－
フ
　

ェ
ル
ト
版
回
ト
を
開
き
ま
す
。
　

ｖ
ｎ
月
1
9
R
團
＝
オ
＝
＾
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
下
絵
づ
ぐ
ひ
▼

1
1
月
2
6
日
團
―
彫
り
▼
＾
Ｄ
Ｔ
Ｃ
ｆ
）

凰
Ｔ
刷
り
、
い
Ｖ
れ
t
Ｊ
）
午
後

7
時
か
ら
9
時
ま
で
宇
治
市
公

民
館
会
議
室
で
▼
対
象
：
小
学

校
4
年
生
以
上
の
宇
治
市
在
住

の
親
子
（
保
護
者
同
伴
に
限
る
）

▼
申
込
み
：
教
材
費
二
百
円
を

添
汽
て
直
接
宇
治
市
公
民
館
ま

で
。
客
陥
人
、
先
着
順
。
　
　
　
　

（
宇
治
市
公
民
館
）
　
　
　
　

◇

　
　
小
菊
盆
栽

づ
く
り
教
室

　
秋
忿
裔
ヂ
る
菊
の
花
。
町

m
く
と
9
．
ら
こ
ち
ら
の
家

の
軒
Ｔ
に
、
見
事
に
咲
い
な
邪

の
花
が
見
う
け
φ
れ
ま
す
。
　

あ
な
た
も
来
年
0
愁
応
さ

し
て
、
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
　

▼
日
程
と
テ
ー
マ
・
・
・
1
1
月
2
1

R
田
「
貧
欝
の
作
り
き
、

杓
一
月
1
9
R
出
『
培
養
土
の
作
り

方
、
菊
苗
の
冬
越
ふ
、
1
月

1
6
日
山
「
春
に
な
っ
て
の
植
え

つ
け
‘
▼
時
間
・
―
・
午
前
1
0
時
～

1
2
時
▼
心
一
學
・
小
倉
公
民
館
▼

講
師
…
京
都
小
菊
芸
術
竪
貝

の
野
口
貞
三
さ
ん
▼
垣
甲
・
5
0

人
▼
申
込
み
：
往
復
は
が
き
に
　

「
菊
づ
ぐ
盆
景
参
加
希
望
」

と
書
き
、
氏
名
、
年
齢
。
隻
町

電
話
番
号
を
書
い
て
、
1
1
n

日
ま
で
に
小
倉
疸
宛
ま
で
お

○宇治市公民館…宇治里尻71の　

9（a＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑　

34の7（aR8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺　

内91（≪gl4687）

申
込
み
ぐ
だ
さ
い
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
、
抽
せ
ん
で
決
定

1
通
知
し
柔
す
。
　
　
　
　
　

（
小
倉
公
民
館
）
　
　
　
　

◇

　
健
康
教
室
　

育
ち
盛
り
の
そ
ぐ
も
た
ち
が

健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、

毎
日
食
べ
る
食
品
や
食
牛
活
に

つ
い
て
一
彦
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
　

▼
日
程
と
テ
ー
マ
：
1
1
1
阿
始

日
廊
「
最
近
の
旱
μ
も
た
ち
の

食
牛
吝
の
問
題
点
ｙ
芒
れ
の
及

ぼ
Σ
ｌ
ｍ
」
、
講
師
は
宇
治

市
消
費
牛
活
相
談
員
の
藤
林
千

寿
子
農
へ
1
1
昆
日
㈲
「
最

近
の
子
芦
も
た
ち
の
食
牛
居
の

聞
聚
7
そ
れ
の
及
ぼ
Ｔ
影
響

圓
」
、
講
師
は
藤
林
千
寿
子
さ

ん
、
1
1
月
2
4
E
㈹
「
食
品
の
見
方

・
選
び
き
、
講
師
は
藤
林
千

寿
子
岑
ヘ
1
2
月
1
日
脚
「
調

聊
狗
乙
講
師
は
市
栄
養
士

の
八
木
か
つ
子
さ
ん
、
1
2
月
8

Ｒ
㈹
「
学
習
の
ま
と
汐
、
講

師
は
公
民
館
職
員
▼
時
間
・
・
・
午

前
旦
緊
T
1
2
時
▼
痘
？
・
小

倉
公
民
館
▼
官
員
・
・
・
3
0
人
▼
申

込
み
・
・
往
復
は
が
き
に
「
健
康

木幡公民館まつり日程表

教
室
受
講
希
望
」
と
書
き
、
氏

タ
‥
、
年
齢
、
住
町
電
話
番
号

か
明
記
し
て
、
1
1
月
7
日
ま
で

に
小
倉
公
民
館
ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
’
－
募
多
数
の
握
に

は
、
抽
掌
9
戻
定
し
濠
す
。
　
　
　
　
　

（
小
倉
公
民
館
）
　
　
　
　

◇

　
同
和
問
題
講
座

　
国
民
的
課
題
で
あ
る
同
和
問

題
解
決
の
た
め
、
同
和
問
題
講

座
を
開
設
し
ま
す
。
　

▼
日
程
と
テ
ー
マ
・
：
1
1
月
1
4

R
出
「
同
和
闇
題
と
誹
、
1
1

月
2
1
E
出
「
国
民
的
課
題
と
し

て
の
同
和
問
題
」
、
1
1
月
2
8
日

出
「
同
和
問
題
の
解
決
は
行
政

の
責
務
で
あ
る
と
り
っ
こ
と
」
、

Ｗ
ｎ
貝
甲
『
部
落
部
別
を
な

ぐ
す
と
い
う
こ
と
は
ど
コ
い
う

こ
と
か
‘
、
1
2
1
c
ｓ
t
ｉ
ａ
”
同

和
問
題
の
学
習
を
す
す
め
る
方

法
‘
ｙ
時
間
・
：
い
ず
れ
も
午
後

2
時
～
4
時
▼
客
員
…
5
0
人
▼

申
込
み
：
木
幡
公
民
館
ま
で
、

箆
祁
来
館
の
う
え
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

（
木
幡
公
民
館
）
　
　
　
　

◇

　
第
1
回
　

木
幡
公
民
館
ま
つ
り
　

木
幡
公
民
館
べ
に
ほ
、
地
域
に

根
ざ
し
た
公
民
館
活
動
忿
す
す

め
る
た
め
、
実
行
奢
昆
一
ｙ
共

催
で
公
民
館
ま
つ
ぴ
を
開
催
し

ま
す
。
多
数
お
こ
し
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
一
般
市
民
の
轡
習
受

付
げ
栗
Ｔ
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　

（
木
幡
公
民
館
）

侑し物 月Ｓ 啼間

業

一

郎

菊花・盆栽・山野草履

搬＆菊11月＜日その他11月6日

11月7日田　　

S11月8日闘

両日とも午IISI9時　　

Ｓ午後5時

we－者盆麹講習会（無科）

園s植物・山野草の栽培
11月8BIB）

午前IO時恥分午後1時30分　

（各2回）

お茶席　（I＊茶）1席200円11月8日（E！）ご：
第

一－

郎

各瞳展示会

｛絵胤版胤俳句，その他）

出品申ail月20日締切

12月5日出
　午itl時

’午後S時

12月6日㈹
午前9時

午後5時

手づくl）教．≪（無科）

わら細工　

｛ぞうI）．しめなわ等）

12月6日（a） 12M

1時

ぉ茶席（抹荼）1席200円
12月6日哺 就：

1050

　
ノ
時
分
ハ
水
車
ニ
テ
同
原
ノ
　

水
ヲ
取
り
、
早
速
二
池
ニ
ナ
　

リ
、
黒
環
ニ
モ
ナ
リ
ケ
ル
。

大
阪
と
曾
尹
結
ぷ
淀
川
の
河

川
交
通
路
占
に
す
え
ら
れ
た
こ

の
「
淀
の
水
車
」
は
、
淀
城
内

の
庭
池
泉
水
監
扁
し
、
沿
岸

茶
屋
の
手
水
鉢
に
水
忿
ぐ
み
あ

る
ぐ
る
と
、
椀
家
具
の
立
尽
宛

ま
で
ひ
び
き
、
浜
焼
の
か
を
り

橋
本
・
葛
葉
に
通
ひ
」
な
ど
恥

淀
水
車
の
そ
7
し
た
豪
奢
ぷ
り

牽
よ
ぐ
物
語
っ
た
一
文
と
い
え

る
。
　

こ
の
ほ
か
、
淀
の
水
車
に
関

し
て
は
、
た
と
4
完
和
三
年

　
十
一
月
は
、
令
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
で
す
・
　

次
代
か
乖
っ
青
少
年
が
、
社
心
一

に
お
け
る
自
ら
の
役
割
と
責
任
を

自
覚
し
、
広
い
視
野
と
豊
か
な
情

操
夕
培
い
、
心
身
八
石
に
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
八
ほ
市
民
す
べ
で

の
願
い
で
す
。
　

現
在
の
青
少
年
か
戸
冒
ま
ぐ
状

8
ぼ
、
青
少
年
に
と
っ
て
必
ず
し

も
好
ま
し
い
も
の
戸
ほ
い
え
ま
せ

ん
。
家
庭
で
、
。
学
校
で
、
地
域
で
、

青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
か
珊
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
教
師
へ
の
反
抗
な
ど

補
導
件
数
増
加

　
と
こ
ろ
で
、
宇
治
市
に
お
け
る

青
少
年
の
非
行
の
状
況
ば
、
本
年

度
上
半
期
（
四
月
～
九
月
）
か
み

ま
す
と
、
小
学
生
で
は
万
引
・
い

な
む
が
多
く
、
軍
公
ぶ
総
石

淀
の
よ
み
ゑ
が
水
車
、
露
ほ

ろ
Λ
Ｖ
の
涙
に
て
、
ぐ
る
／

ず
ぶ
丿
Ｖ
と
、
三
つ
の
川

か
石
し
た
ふ
べ
し

と
み
え
て
い
る
。
　

ち
な
み
に
、
「
よ
ｉ
。
一
」
あ

る
い
は
「
中
村
雑
記
」
の
「
二

三
百
年
前
二
与
努
爾
卜
云
フ

地
域
ぐ
る
み
で
明
る
い
環
境
を

　
　
　
　
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

持
ち
出
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
受

け
β
れ
ま
す
。
　

ま
た
、
中
学
生
で
は
昨
年
と
瓦

較
し
柔
す
と
、
各
月
と
刄
路
面

零
ハ
幅
に
上
次
幻
ひ
、
そ
の
内
容

は
教
師
へ
の
反
抗
、
い
じ
め
、
い

や
が
ら
せ
、
Ｉ
暴
力
、
万
引
等
と
な

っ
て
い
ま
ず
。
と
ぐ
に
、
教
師
へ

の
反
抗
件
数
は
昨
年
の
十
七
件
二

十
人
に
対
し
、
四
月
か
裂
何
ま

で
で
、
四
十
九
件
七
十
五
人
に
も

な
り
学
校
の
授
業
に
大
き
な
影
響

も
で
て
い
ま
す
。
　

こ
の
よ
ラ
な
中
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を

は
に
ゐ
地
域
の
青
少
年
健
全
育
成

協
議
会
で
も
、
地
域
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や
環
境
浄
化
の
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
な
ど

啓
発
活
動
を
推
進

　
宇
治
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議

百味の御食
白川の秋まつり
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国民年金

保
険
料
未
納
に
ご
注
意

　
国
民
年
金
の
支
給
を
受
け
る
に

は
、
’
保
険
料
の
納
付
期
間
が
必
要

な
年
数
に
満
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
　

せ
っ
か
く
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
の
ぶ
ふ
ら
、
年
金
支
給

鷺
客
ｙ
ジ
れ
る
た
め
、
保
険
料
の

未
納
が
な
い
ぷ
っ
に
ｉ
t
ｆ
ｆ
ｉ
Ｊ
ｌ
Ｖ
Ａ
／

だ
さ
い
。

受
給
の
た
め
一
定
の
納
付
期
間
必
要

　
国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
納

付
期
限
が
あ
ひ
ま
す
。
こ
の
納
付

期
限
（
年
四
回
で
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
、
三
月
）
に
納
め
て
な
い

と
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど

の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
い
握
に
も

あ
び
ま
す
。
　

未
納
9
1
衰
っ
て
お
ぐ
と
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
祠
め
β
れ
な
ぐ
な

伊
勢
田
町
ウ
ト
ロ
　
　

松
永
知
佳
ち
ゃ
ん

　知性ある佳人（かじん）になる

ようーという名前どおり、きり

っとしたお目々です。　

この欄に掲載するお子さん（55

年11月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

的
一
ま
す
。
年
金
支
給
の
請
求
の
と

き
、
納
付
必
要
期
間
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
未
納
の

人
は
急
い
で
納
め
で
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し

で
ぐ
だ
さ
い
。

　
強
制
加
入
の
人
が
家
計
の
事
情

な
ど
で
納
付
困
難
な
場
合
に
は
、

国
民
年
金
の
申
請
免
除
制
度
m

用
で
章
ま
す
。
こ
れ
は
、
所
得
な

ど
一
定
の
基
準
に
ｅ
＆
旨
蔭
料

納
付
が
ｓ
哩
範
る
も
の
で
す
。
　

任
意
加
入
の
人
が
納
付
困
難
な

場
合
に
は
、
未
納
の
ま
ま
辰
つ
て

お
く
と
年
金
の
支
給
が
刄
Ｋ
元

な
ぐ
な
る
の
で
ご
相
談
ぐ
だ
さ
い
。
　

そ
の
ほ
か
、
く
わ
し
い
こ
と
は

国
民
年
令
係
へ
。
　
　
　
　
　
　

（
保
険
年
全
課
）

1
1
月
1
日
か
ら
交
通
秩
序
確
立
運
動

迷
惑
駐
車
の
追
放
な
ど

　
き
よ
’
7
十
一
月
一
日
か
ら
千
日
　

ま
で
、
今
年
も
。
交
通
秩
序
少
確
　

立
1
Ｊ
λ
留
寇
Ｆ
が
展
開
さ
　

れ
ま
す
。
　
　

蛮
委
全
意
識
夕
高
め
、
交
通
　

に
よ
る
死
亡
事
故
か
減
少
さ
せ
る
　

た
め
に
取
ひ
組
次
れ
る
も
の
で
、

。
「
歩
行
者
と
ぐ
に
孝
人
と
吊
戸
も
　

の
交
通
事
故
防
止
」
、
「
自
転
車
及
　

ぴ
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
」
、

「
無
謀
運
転
ｙ
暴
走
族
の
追
啓
、

｛
迷
5
駐
車
の
追
啓
の
四
つ
か
運

動
の
璽
点
目
標
に
し
で
い
ま
す
。
　

い
″
7
に
、
銕
｝
駐
車
腿
治
の

m
に
な
る
ぱ
か
り
で
な
ぐ
、
飛

び
出
し
事
故
の
発
生
原
因
に
な
る

こ
Ａ
Ｗ
Ｈ
§
Ｓ
＼
≪
す
。
　

そ
こ
で
、
。
市
と
消
防
本
部
、
警

察
署
で
は
、
期
問
中
に
市
内
各
地

ｖ
m
駐
車
に
対
し
て
指
導
や
取

締
ひ
な
ど
を
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
　

一
人
ぴ
と
ひ
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
交
通
環
境
づ
ぐ
Ｓ
Ａ
）
ｇ
！
≪
J

し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　

（
交
通
労
政
課
）

案
内

　
検
察
審
査
員
　

「
交
通
事
故
、
窃
盗
や
詐
欺
な

μ
の
被
害
に
あ
っ
た
け
れ
ど
、
検

察
官
が
犯
人
夕
裁
判
所
に
紀
訴
し

ご参加ください

青少年の清掃

活動

て
ｙ
れ
な
い
」
－
こ
ん
な
不
満

か
解
決
す
る
た
め
に
検
察
審
査
会

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
　

検
察
審
套
7
ほ
、
検
察
官
が

不
穏
肌
分
に
じ
た
刑
事
事
件
に

つ
い
で
、
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

か
ご
7
か
を
チ
’
一
ッ
ク
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
し
か
し
、
審
査
員

は
法
律
の
専
門
知
識
な
ど
心
要
で

は
な
ぐ
、
一
般
の
健
m
常
識
を

備
え
て
い
れ
ば
十
分
果
す
こ
と
が

で
き
津
す
。
　

宇
治
市
選
挙
管
理
香
怒
号
は
、

十
一
月
九
Ｂ
に
検
察
審
査
員
侯
補

者
夕
選
挙
人
名
簿
か
石
と
に
く
じ

で
選
び
求
ｙ
。
審
杏
目
は
貧
齢
、

v
Ｖ
Ｇ
他
法
律
で
認
φ
9
れ
た
場
合

以
外
は
辞
退
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
選
ば
れ
た
人

は
検
察
審
套
昌
役
割
を
理
解
さ

れ
侯
補
者
資
格
票
に
記
入
の
う
え

ご
返
送
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　

（
選
挙
管
狸
賞
尽
一
）

　
道
路
台
帳
の

測
奮
作
業

　
市
で
は
、
道
路
の
維
持
や
管
理

の
た
め
の
道
路
台
帳
奎
鴛
ｒ
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
は
1
1
月
か
ら

宇
治
川
の
東
部
全
域
ど
白
川
で
公

共
測
量
作
業
夕
仔
い
ま
す
。
　

こ
の
作
業
は
、
現
地
測
量
や
調

査
な
ど
が
壽
芯
の
で
す
。
こ
の

な
の
、
私
有
地
な
ど
に
立
入
ら
せ

て
い
た
だ
ぐ
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
管
理
課
）

　
税
金
な
ん
で
も
相
談

　
ｕ
Ｈ
甘
か
ら
「
税
を
知
る
週

問
」
が
は
じ
ま
り
車
ふ
、
税
務

　
。
青
少
年
の
手
で
茉
し
い
環
境

を
‘
と
、
市
内
の
青
少
年
団
体
が

中
心
に
な
っ
て
市
内
の
清
掃
作
業

夕
行
い
ま
す
。
青
少
年
た
ち
に
社

会
参
加
の
活
動
奮
体
験
し
で
む
ら

い
、
社
会
人
い
″
じ
て
の
自
覚
や
美

化
蕪
寄
や
レ
な
っ
て
も
兌
ぢ

と
実
施
鳶
ハ
る
も
の
で
す
。
　

｀
冒
は
、
青
少
年
だ
け
で
な
ぐ

広
く
市
民
の
み
な
令
宕
参
加
し

て
い
た
だ
ぐ
ぷ
つ
に
ご
協
力
｀
必

署
と
京
都
府
、
宇
治
市
原
続
に

つ
い
て
の
疑
問
や
質
問
に
こ
な
又

よ
フ
と
『
税
金
な
ん
で
も
相
き

を
開
き
ま
す
。
十
苅
・
建
物
の
売

買
、
相
続
税
、
贈
与
税
な
ど
節
税

の
知
識
や
、
国
税
・
地
方
税
の
悩

み
ご
と
な
ど
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
　

▼
と
章
・
・
1
1
月
Ｕ
品
半
前
1
0

時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ
：
宇
治

市
消
防
本
部
屁
哭
会
議
呵
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
揃
課
）

　
就
学
時
健
康
診
断

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
1
1
月
1
0

日
か
ら
就
学
時
聾
診
断
を
行
い

ま
す
。
　

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
ず

る
の
は
昭
和
5
0
年
4
月
2
日
か
ら

5
1
年
4
月
λ
口
ま
で
に
生
ま
れ
た

児
童
で
、
対
象
と
な
る
保
護
者
の

み
な
さ
ん
に
は
1
1
月
初
め
に
個
人

通
知
し
示
す
。
　

な
お
、
通
知
が
届
か
な
い
と
き

は
教
育
書
貝
4
一
学
校
教
育
課
へ
ご

連
絡
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　

（
学
校
教
育
課
）
　

緑
化
地
の
見
学
会
　

▼
と
さ
：
1
1
月
5
ぼ
午
前
9
時

か
ら
午
後
4
時
ま
で
ｖ
見
学
先
・
：

京
都
府
立
噴
物
園
、
京
都
市
立
竹

林
公
園
、
長
岡
京
市
の
山
菜
加
工

場
ｖ
集
合
…
京
都
府
宇
治
地
方
振

興
局
に
午
前
9
時
▼
呪
昌
…
先
着

2
0
人
▼
費
用
・
：
千
円
（
昼
食
代
を

含
む
）
▼
申
込
み
・
・
・
費
用
を
堕
八

て
、
宇
治
労
働
セ
ッ
ル
メ
ン
ト
（

豊
⑩
2
3
ｔ
Ｌ
ら
）
へ
。
　

（
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）

願
い
し
示
す
。
　

▼
と
亨
・
1
1
月
3
日
収
午
前
9

時
集
合
で
、
清
掃
作
業
は
午
前
9

時
半
か
ら
1
1
時
半
l
＾
J
ろ
ま
ｆ
ｊ
▼
集

合
場
所
…
府
立
宇
治
公
園
（
中
ノ

島
の
朝
霧
橋
付
近
）
Ｖ
注
草
・
・
参

加
者
は
Ｉ

用
し
、
軍
手
や
タ
オ
ル
は
各
自
持

参
し
で
ぐ
だ
さ
い
▼
問
い
＜
ａ
Ｑ
＊
’

先
・
・
・
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

へ
。
（
社
会
教
育
課
）

募
集

　
（
仮
）
北
宇
治
第
3
中
の
校
名
を
募
集
　
市
教
亘
鴛
瓦
で
は
。
来
年
4
月
綱
島
町
本
屋
敷
に
開
校
夕
予
定
し
て
い
る
仮
称
北
奎
揖
三
中
学
校
の
校
名
を
募
集
し
示
す
。
　
▼
応
募
資
格
・
：
市
民
▼
審
査
…
教
育
香
貝
］
？
芒
の
委
嘱
す
る
審
森
貝
▼
5
募
方
法
・
・
・
官
制
は
が
き
に
校
名
と
そ
の
理
由
を
簡
単
に
書
哉
住
所
・
氏
名
・
年
齢
も
明
記
し
て
、
1
1
月
1
4
E
ま
で
に
〒
6
1
1
宇
治
｛
≫
§
＝
宇
治
市
教
育
奢
器
学
校
教
育
課
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
市
民
絵
画
展

　
第
9
回
宇
治
市
民
絵
回
展
実
行
香
艮
聊
ほ
、
市
民
絵
画
展
を
開
き
毒
す
。
作
品
を
、
お
気
軽
に
出
品
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
3
日
か
ら
ａ
日
ま
で
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市
公
民
館
▼
内
容
：
白
本
圃
、
洋
画
、
版
画
▼
形
式
・
・
・
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
で
、
批
評
必
一
を
実
施
▼
点
靫
：
よ
2
点
以
内
ｖ
出
品
料
・
・
・
千
円
ｖ
資
格
・
・
・
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
動
・
通
学
し
で
い
る
人
ｙ
出
品
営
7
：
1
1
月
2
日
か
魚
習
置
で
に
、
市
教
育
査
ｓ
紆
巷
一
教
育
課
へ
申
に
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
▼
搬
入
…
1
2
月
2
ｍ
午
後
ｔ
時
か
ら
7
時
ま
で
に
会
場
へ
▼
搬
出
・
・
・
1
2
月
6
ほ
午
後
4
時
か
Ｏ
ｃ
ｃ
蒔
ま
で
に
。
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

保健衛生のお知らせ
　
　

1
1
月
の
献
血

　
ｖ
1
1
以
甘
㈹
・
・
・
粟
村
金
属
工
業
で
。
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
ｖ
ｕ
叙
習
働
・
・
・
府
営
西
大
久
保
団
地
第
ａ
集
会
所
で
、
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
と
午
後
ｔ
時
か
ら
ａ
時
半
ま
で
。
　

犬
の
引
取
り
　
ｖ
と
き
・
”
。
－
4
1
ａ
貨
両
ｖ
と
こ
ろ
・
・
木
幡
公
民
分
館
1
1
1
0
時
4
0
分
、
小
倉
公
民
館
L
1
0
時
5
0
分
、
日
一
椋
公
会
堂
L
1
1
時
1
0
分
、
宇
治
保
健
町
Ｌ
ｎ
時
2
0
分
。

　
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

　
ｕ
月
6
日
か
ら
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用
奮
灯
い
ま
す
。
小
児
ま
ひ
か
4
多
石
を
守
る
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
m
ま
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。
　
対
象
、
日
時
、
会
場
、
宙
掌
項
な
μ
ほ
、
保
健
予
防
年
間
日
程
表
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

移
動
図
書
館

（
1
1
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

‥
‥
／
2
7
i

1
1
／
2
6
附

1
1
／
2
5
伽

1
1
／
1
9
哨

1
1
／
1
8
伽

1
1
／
1
7
g

1
1
／
1
3
Ｓ

1
1
／
1
2
團

Ｈ
／
1
1
伽

1
1
／
1
0
肉

日

木
幡

岡
屋

東
粛
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

寅
繋

南
山

明
星
町

志
津
川

福
角

神
明

奥
広
野

広
野

南
陵
町

伊
勢
田

開

遊
田 地

区

Ｍ
5
0
～
1
6
‥
1
0

≪
3
’
O
＿
－
＜
f
O
1
・
3
1
・
り
｀

i
H
＊
C
O
r
－
t
＞
5

0

ｎ
3
0
～
1
4
‥
1
0

4
・
○
～
6
・
○
1
・
4
1
・
2

3
・
○
ー
4
・
○
1
・
3
1
・
2

5
．
0
～
’
Ｄ
・
○
1
・
1
1
・
○

1
4
＆
～
Ｍ
5
0

4
・
○
～
５
・
0
1
・
3
1
・
3

Ｒ
3
0
～
1
4
＆

Ｏ
・
0
1
1
・
0
―
・
0
1
・
0

1
5
一
1
0
～
1
6
・
c

4
・
ｏ
～
4
・
○
1
・
0
1
・
5

○
■
Q
＿
’
－
l
’
0
―
＆
1
・
2

4
．
0
1
5
・
○
1
・
0
1
・
4

4
・
～
5
・
0
1
＆
1
・
4

4
・
○
～
5
・
○
1
・
0
1
・
2

4
．
0
～
6
・
○
1
・
0
1
・
○

時
間

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

梅
垣
タ
バ
＝
店
前

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

万
福
寺
駐
車
場

南
山
口
‐
タ
リ
ー

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
横
広
場

福
角
公
園
前

城
南
荘
児
童
公
園
横

奥
広
野
入
口

大
久
保
小
学
校

二
丁
目
公
園
前

伊
勢
田
神
社

開
公
民
分
館
前

迫
田
三
角
公
園

駐
車
場
所

〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
　

1
1
月
は
、
毎
週
月
曜
と
3
日
で
す
。

1051

　
多
年
と
い
う
時
期
に
薯
し
い

心
を
も
つ
こ
と
ぱ
、
大
切
な
生

き
方
の
一
つ
で
す
。
　

義
理
堅
い
、
よ
く
気
が
つ
く

な
ど
や
脊
し
い
心
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
る
の
が
、

老
い
で
す
。
そ

の
反
面
、
が
ん

固
、
ひ
が
み
、

愚
痴
な
ど
ら
少

な
か
■
i
£
V
k
l
l
g
（
＜
i
l

こ
と
が
で
き
ま

す
。
　県

人
は
記
憶

力
や
適
応
力
が

低
1
＿
す
る
も
の

の
、
創
造
力
や

1

9

理
解
力
が
充
実
す
る
と
言
わ
れ

ま
ず
。
心
掌
ヴ
が
く
こ
と
は
。

物
事
の
理
＊
ｗ
t
i
8
め
る
こ
と
で

す
。
こ
の
充
実
す
る
働
き
翠
ハ

い
に
妖
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

みんなの健康

せ
ん
。
そ
う
す
る
人
は
、
ポ
ヶ

な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
自
己

を
創
造
し
、
存
在
惑
の
あ
る
人

間
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
価
値
あ
る
生
涯
を

　
長
い
人
生
は
、
ド
ラ
マ
や
旅

に
た
と
λ
ら
元
毒
す
。

あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
ラ
か
。
　

そ
の
実
感
は
、
年
老
い
で
か

ら
の
新
た
な
可
能
性
へ
の
挑
戦

に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
積
極
的
に
牛
曹
る
努
力
は
、

今
ま
で
の
人
生
の
中
で
伸
ば
さ

れ
て
い
な
い
何
も
の
か
m
得

す
。
芸
術
念
亡
、
若
者
の
相

談
相
手
と
な
る
の
も
い
い
で
す
・

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

ヴ
辰
へ
の
参
加
、
趣
味
の
学
習
、

参
人
同
士
の
助
奘
い
な
ａ
ｏ
t
問

で
尨
雷
価
す
。
　

す
べ
で
の
こ
と
に
関
心
忿
持

ち
、
頭
を
い
っ
ぱ
い
回
転
し
で
、

静
か
な
落
着
き
の
老
い

　
若
い
な
系
ら
、
学
習
や
労

働
に
す
す
ん
で
取
り
組
み
、
思

索
や
悩
み
の
中
や
薪
た
な
も
の

夕
荊
廓
し
、
求
め
て
苦
し
み
に

耐
え
て
老
年
夕
迎
え
、
「
は
じ

め
て
人
間
β
し
い
人
間
と
呼
ぶ

に
ふ
良
Ｕ
い
心
と
体
が
で
さ

あ
が
っ
た
」
と
自
分
か
理
解
し

た
な
ら
ぽ
、
価
ほ
あ
る
人
生
で

す
る
新
た
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
老
人
も
学
習
を

　
考
人
の
心
の
問
題
に
は
、
社

会
は
青
少
年
の
ぶ
っ
に
か
ぱ
っ

て
ぐ
れ
な
い
も
の
で
す
。
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
自
分
で
解
決
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　

便
わ
な
い
も
の
は
、
衰
え
ま

社
会
の
中
で
役
割
聚
持
ち
ま
し

ょ
う
。
そ
♀
元
ぱ
、
心
も
豊

か
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
穏
や
か
な
心
で

　
心
の
問
題
は
、
お
金
や
薬
で

■
≫
ａ
Ｊ
ｒ
＾
に
も
で
き
な
い
一
面
が

あ
り
ま
す
。
過
吾
患
い
、
未

来
夕
予
知
で
き
る
の
は
人
間
だ

け
で
す
。
一
日
一
日
？
心
ゆ
く

ま
で
か
み
し
の
で
、
静
か
な
落

哲
多
求
め
て
い
く
心
境
－

－

Ｓ

Ｉ

Ｉ
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1
1
S
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1
1
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1
1
1
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Ｉ
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そ
れ
が
老
い
夕
迎
又
だ
美
し
い

心
で
す
。
　

自
分
の
程
や
限
界
を
知
り
、

沈
み
ゆ
く
夕
日
の
穏
’
や
か
さ
を

味
り
2
俣
ト
と
ん
な
夢
物

｀
陛
無
理
で
し
ょ
ラ
か
。

（
執
筆
者
Ｌ
東
山
高
校
教
諭
の
　
　

横
田
哲
’
兄
）
　
　
　
　
　

（
保
健
衛
生
課
）



もえないゴミ収集日程

表

市役所清掃課

　　　　　m陵町（全域）　　　　　
羽拍子町・（国道筋を除く全域）

11／2181；t器諭廼？大谷、野神一部）　　　　　

琵琶A（全域）　　　　　広野§小根尾一部）

　　　　開町（国道筋を除く全域）319広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）　　　　

西大久保府営住宅（1～20棟）

　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除　　　　　　　　
く西裏・茶屋裏）｀420大久保町aヒノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、　　　　　　　　

久保）　　　　西大久保府営住宅（21～32棟）

　　　　安田町（全域）　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中荒、新中ノ　　　　　　　　

荒、ウトロ、南山）
523開町（国道筋）　　　　広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派　　　　　　　　

出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　　　大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

　　　京倉寿（≪fB3Sを除く近鉄以東の全域、西山）6Oil諸芸vwim－i？‰

、n、9、中ilj．。）

　　　　小倉町（南浦．山際、京銀前から南京信前までの市　　　　　　　，道筋以南の西浦）

925伊勢田町（遊田、砂田）　　　　
西大久保府営住宅（33～43棟）

　　　　　小倉町蓮池、m池、南堀池、京銀前から南京信前

1026までの市道筋以北の西浦）　　　　　伊鴉田町ぐ南遊田）

　　　横島町（全域）

1127／h；tBJ肺？認？‰北の御廟・天神）

　　　　　木幡（平尾、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ内、赤

1228塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山畑、国　　　　　　　　鉄以東の正中・東中）

　　　　六地蔵（全域）　　　　木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦‘、

1330中村、南山畑．南山、南端、国鉄以西の正中　　　　　　　　
｀・東中）　　　　五ヶ庄at岡谷、・齢以東の芝ノ東）

　　　　　木幡（熊小路）　　　　　五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、壇ノ　　　　　　　　

東、寺界道、野添、大林．梅林、西浦、新開、1412／1平野、折坂、福角、・一・二・三番割、国鉄以　　　　　　　　

西の芝ノ東）　　　　　菟it（平町）

　　　　五ヶ庄（大八木島、’上村、岡本、日皆田、一里塚、　　　　　　　　戸
ノ内、京大宿舎）　　　　菟道・（平町を除く全域）1612／2

明星町（全域）　　　　志津川（全域）　　　　

宰．治（山太、乙方、東内、又振、山田）

　　　　宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番．妙楽、蓮華、　　　　　　　　

塔川、善法、東山、下居’．琵琶、野神、弐番、1712／＾mi、米阪、矢落．若森．II鉄以南の天神）　　　　

白川（全域）

し尿収集日

程表

城南衛生管理組合

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山地域

11／224重m治山．出口（国鉄以西j、森太（国詮以西）、谷下り（国鉄以西）

ｊＳ垣仙（圀錘以吏ゝ折坂（国鉄以東）平野一番割ー番割一番KI一部
ＳＳ西浦ぐ国詮以東）、＝番≫l、タノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）

g97タノ吏r府道以吏ゝrごE1谷南山（A）巾村ぐきつ喪ケ＆）

79只南iliCB＾－令酋厦
ｑ3∩吉ili網Jh．ih畑大漉戸ぐ国教以東）中村（国教以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
in15／1di－．息紛鼠平鼠循留
11非揃赤）§．鯵夕内ぐ国齢以東）御固包蔵山畑山田北御園、正巾（尿鉄以東3、町並一部

＾9．北佃蔵山ぐ平訊）、．φ包蔵山・町恭、奈良町；畑町、炭山全域

　　　　　　正中（国鉄以西）、西中一部。東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳永、柿ノ木町、13―T日太lノH．町掛m町

14内悩西＊．はJ村f同銭w丙＾大涯戸d同鈴以丙）渚ノ吏丙浦冑シ・S．両端（圧si以西）
1；女紋淘汰夢ノ斑f図鈴以丙ゝ丙浦一銘

1R沓恩借古川mm北ノ応野添谷前西浦一銘梅林官有地
iqmm一釈m闘M野府堂倖ま折均一銘

90福角f国外；丙i日皆田図太ト村大八索具
7＼甫mこ一個皿町一璽is戸ノ内ぐ趨息飛仙＾

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町．・関町・大久保町地域

n／sS田原井ノ尻日椋、平丿ー両ノロ

　　　　　北ノ山、山ノ内、上／山、大竹、茶屋裏、久保、雨ノロー部、酉長、寺山（国鉄以西）、627寺，｜，r葱光団団仙ゝ

　　　　　寺山、大開一部．宮谷、尖山一耶、丸山、一里山（府il以南、市逗以東J、甲局、728石耀uヽ、差寺涌りpj丙）

Ｑ知吏塞一里山桐牟谷関町石塚（心童寺涌り以更）冨北一部

in1ク／1／is粗砥±間一都忠山一部■M東宮西宮北
11野m．女谷ま番r府道以南）．大訟iiぐ趨日町）琵費消盃（国鉄以南）矢瓦（国鉄以爾）
19下民羞接壱番妙恋字文案軍尻ぐ国銭以南）塔川

nー茎z．方吏内又楯山田紅斎自川令井F＞山太、荒柵、田中、大垣内、妙見

　　　　　　森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中、河原、門荊、只川、甲肋、池山、14公下ゎf圀鈴KiWゝ出nf国き以Mi志虚m

　　　ゴミ減量に

ご協力ください

▼ゴミの水切りを完全に。

▼燃えるゴミの中にガラスや空カ　

ンを入れないでください。

▼新聞や雑誌類はゴミとして出さ　

ずに、町内会などでまとめて古　

紙回収へ。（清掃課）　　　

し尿収集の届出を／／　

家族や同居人に増減があったり

転出転居、浄化槽設置等でし尿収

集届出に異動があったときは、市

役所清掃課へ届出てください。　　　　　

（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

11／25＞4南堀湘（大和田φゝm池

　　　　　南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、升尻、425φノ田名太洋面安田町令域丿

、．。中山（i斤鉄以東）、大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪、島莉、　526大町吠・i＼原巾川原（大川原線以西ゝ

6’＞！＊山（i斤詮以丙）毛誤若林
7佩羽拍￥町‥
ｑ知軟塚含番f府道以Jt－．）池辺米阪

　　　　　北山Ａ・Ｂ・Ｃ・D団地、中央台、酉山（国選以白）、1012／1袖迫m（山巾会＾r’）

11戸ノ内、矢＾（m＆PBt）、若盃ぐ国鉄以北）、里尻（国鉄以北）、小桜
19吏目Jll丙目川南孤合co～3の通りまで）

13・南政為aの涌わ以隆～13の涌りまで3
M南浦noo～no84～9830～33）大只団地、山際一鄙
1R南m丙浦一都mm田一部G斤肢以西）

17尖彊？jl‰Jml陪川原線朗り｀大幡゛北内｀門口｀琴頁゛郡゛

1只去ノ太A俣丙山CBIitPiー）mm

19mil酒仙魏－‰瓢β訟温習n讐総
9n寺内丙浦
91南坦池f・i飛PidK＞函鯛池（太遠以東）
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1
1
月
分

勤労感謝の日

11月23日

貿
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Ｕ
一
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紐
紐
羅
賢
註
作

四
『
『
』
♂
♂
．
？
♂
『
．
『
ｊ
『
■
■
■
ｒ
ｊ
ｊ
『
ｊ
『
■
Ｉ
ｒ
ｒ
■
『
■
■
■
Ｉ
ｒ
ｊ
ｊ
『
ｊ
『
鯨

肩
難
Ｅ
貝
孤
箱
膳

1R
　　　相談ごあんない　

まちづくりのことや、身近な悩

みにぉ答えします。

市民相駿…日曜・祝日を除く毎日　
市民相談室でJ市政に限らず身　

近な悩みごとにぉ答えしていま　
す。また、月1回市内各所で移　
動市民相談を実施。市政だより　

相談カレンrーに掲載していま　

す。8＠4029市民相談室。
消費生活相談…商品のクレームな　

ど、専門相談貝が衣食住全般のＪ
苦情処理と相談に応tます。．毎　
月第4水曜日の10時～15時市役　

所商工観光課で実施。また、月　
1回市内各所で移動消費生活相　

’談を実施。日程は相談カレンダ　
一に掲載。今月は11日です。そ　

の他、．消費苦情相談は日曜・祝　
日を除く毎日、商工観光課で受　

付。問い合わせは、a＠3i4i商　

工観光課へ。

2㈲

3R

4困

5困
●法律相談　人権相談（市民会館10時～15　

時）‘

6＾
血圧相談（西小倉集会所9時

半～11時）

i出
●結婚相談

8⑥

9（月）
乳児相談（保健医療センター　

9時半～11時）

l伽

●心配ごと相談

●年金相談　家庭児童相談（小倉公民館10

〃lOPvt；ｉ・

ii困
移動消賢生活相談（西大久保

集会所10時～15時）

12困
●法律相談　
青少年相談（市民会館13時～16時）保護司

13i）
血圧相談（木幡公民館9時半～11時）

幼児相談（保健医療センター13時半～14時半）

14ffl ●結婚相談

15⑧

m月）

17（火）
●心配ごと相談

18團
精神潭弱者相談（市民会館13時～16時）

19困
●高齢者無料職業相談
●法律相談　
行政相談（市役所10時～16時）国や府・市への要望・苦情

20倒

21山
●結婚相談

22⑧

　　社会福祉協議会の相談　

1人で■taまず、お気軽にご相談
を。（社会福祉協議会＝宇治橋通

り市役所分庁舎内・n＠5650）

●心配ごと相談（民生児童委員）　
毎週火曜日、13時～15時、社会　
福祉協議会で。よろず相談全般。

●法律相談（弁護士）　
毎月唇1・2・3・4木昭日、13時半　
－15時半、市民会館で。法律問　

題全般。

●結婚相談（専任相談貝）　

毎週土曜日、13時－15時、当分　
の間、市民会館で。登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府杜　

協・相談所貝）　
毎月第3木曜日、10時－15時、　
社会福祉協議会で。高齢者の求　

人・求職など。
●年金相談（社会保険労務士）　

毎月第2火曜日、10時－12時、　
社会福祉協議会で。年金全般。

23R

24伏
●心配ごと相談　家庭児童相談（小倉公　

民館10時～15時）

25伽
消費生活相鮫（市役所

10時～15時）

26困 ●法律相談

27i）

血ｇ相談（広野公民分
館9時半～11時）移勣市民相談（南部福

角集会所10時－15時）

28山 ●結婚相談

29⑨

2（
乳児相談（木幡公民館

9時半～11時）

12月K火）●心配ごと相談

2困


	page1
	page2
	page3
	page4

